
Ambrosia 2000 SE
Precision Stereo Pre Amplifier

James Bongiorno 第 5 作  “Aural Magic Processor"

James Bongiorno による伝説のアンプジラシリーズのプリアンプ Thaedra（テドラ）の 21 世紀バージョン Ambrosia2000 がリニューアルして
登場です。インプット - アウトプットフルバランス設計の全く新しく進化したサーキットデザイン、フルファンクションのメニューによるフルリ
モートコントロールアンプです。アナログレコードのオーディオパフォーマンスを新たにする MC/MM カートリッジそれぞれにフル対応の高精
度フォノイコライザー搭載バージョンとラインアンプバージョンの 2 種が用意されています。4 ポジション、ターンオーバー周波数可変のトーン
コントロール、MC/MM/Line それぞれの独立した電源供給回路とトランス巻線など斬新な特長が織り込まれています。Ambrosia2000SE は既に
発売の Ampzilla2000SE のベストパートナーとなります。

New Feature
1. 新しいボリュームシステムはアナログフィーリングで、スタティックノイズを 1/4 から 1/5 に低減しました。
2. 新設計のラインアンプは歪みをより低減、ノイズレベルも 20 μ V 以下に改善しています。
3. フォノイコライザー内蔵モデルの MC カートリッジ用サーキットは完全に再設計、より低い歪み、優れた低域安定性を得ています。
4. 電気的特性はノイズレベルを除いて旧モデルとほぼ同じです。
5. クーリングファンシステムはコンストラクション再設計により、削除されています。
6. ホームシアター用バイパス回路もコンポーネント間のシンプルなワイヤリングのために装備されました。
7. フロントパネルはブラックアノダイズへアライン仕上げ、エンブレムはシルバーになりました。
8. 製品ラインナップはフォノイコライザー内蔵モデルとラインアンプモデルの 2 種になります。

今日、オーディオコントロール / プリアンプはリモートコントロールの時代となっています。Ambrosia2000SE は完全なメニュー操作式で、リ
モコンもアンプのフロントパネルそのままの操作が容易にできます。Ambrosia2000SE は完全にデジタル制御されていますが、オーディオ信号
経路にデジタル回路もしくはデジタル処理の過程はまったくありません。信号経路は 100% アナログです。全てのオーディオ機能はデジタルで
制御された 11 個のとてもエキゾチックなアナログスイッチによって制御されます。またボリュームコントロールはデジタル制御されたアナログ
スイッチ形式ながら、通常のリスニングレベルではいわゆるオーディオボリュームフィーリングを持ちます。機能、動作の状態はフロントパネル
に表示されます。全ての機能は一つのオプチカルシャフトの ADJUST エンコーダーに繋ぐ 5 つのタクトスイッチ経由でアクセスされます。（リ
モコンの ADJUST エンコーダーはバッテリ電源のためメカニカルなものです。）

主な特長
1．極低エミッションの電源トランス。それぞれ完全に独立の回路の電源入れに使用する四つの二次巻線があります。グランドループもしくは電
源ノイズの可能性を完全に排除します。
2．完全な電磁波耐性用に 15 個の独立電源レギュレータを備えます。
3．フォノイコライザー内蔵モデルはアナログレコードを最大に活かせる最高レベルのフォノイコライザーを内蔵しています。かつての
THAEDRA にもあったように MC と MM カートリッジ専用の完全にセパレートされた回路で、どちらもそれぞれ高精度な RIAA イコライザー機
能を持ちます。
4．MC と MM それぞれの回路に全ての内部スイッチングをバイパスするダイレクト出力があり単独の RIAA-EQ アンプとしても使用可能です。
5．各回路にはそれぞれ切替可能な専用ローカット（約 20Hz）のフィルターがあります。
6．4 系統のライン入力（プラス 2 セットのテープ入力と出力）の内、バランス入力 1 セットはアンバランス変換プラグにより、アンバランス入
力として使用できます。
7．フロントパネルにある二つのヘッドフォンのジャックへは専用のユニークなチャンネル毎 4.5 ワットのバランスド電源バッファアンプより供
給されます。
8．ラインアンプは本質的にゼロ歪みの非常にエキゾチックな回路で完全なバランスサーキットです。実際に、本機の全ての歪みはハイレベル入
力においてのパッシブスイッチとボリュームコントロールからしか出ない特別なもののみです。これらのディストーション部分は「パッシブ」で、
回路からのノーマルなダイナミックディストーションと比べても聞き取ることはできません。
9．ラインアンプには完全なトーンコントロール、低音域と高音域、それぞれ 4 つのターンオーバーポイント選択可能な回路を備えています。
10．外装はブラックアノダイズヘアライン仕上げのアルミフロントパネルと、14Ga の強固なスチール製シャーシで構成されています。



製品仕様 
■ゲイン
MC 0dB(1600x) to TAPE OUT

-6dB(800x) to TAPE OUT
-12dB(400x) to TAPE OUT

（リアパネルでスイッチ切替）
MM	 42dB(125x) to TAPE OUT
LINE	 21dB(11x) to MAIN OUT( すべてのライン入力とテープ入力）
■ボリュームコントロール：-69 to +20
■モード切替：STEREO,STEREO-Revers,MONO
■全高調波歪率：MM&MC 0.05% 以下　20Hz - 20kHz (2V TAPE OUT)

　　   LINE 0.05% 以下　20Hz - 20kHz (2V MAIN OUT)
■ノイズレベル：MC 20Hz - 20kHz FLAT — 70 nV 以下  400Hz - 20kHz 35 nV 以下

　　   MM 20Hz - 20kHz FLAT — 300 nV 以下  400Hz - 20kHz  200 nV 以下
　　   LINE 20Hz - 20kHz FLAT — 5uV 以下

■最大出力：10V RMS
■ヘッドフォン出力：ステレオ専用アンプ、30 Ω、2out
■入力：TUNER,AUX,CD,BAL,HT　MC,MM（フォノ EQ 内蔵モデルのみ）
■入力インピーダンス：MC 1k Ω ,MM 47k Ω ,LINE 40k Ω ,

   バランスインプット -- ± 50k Ω バランス , 50k Ω アンバランス
■トーンコントロール：
Treble -7 to +8、 ターンオーバー切替 270,330,400,515Hz
Bass -8 to +7、 ターンオーバー切替 2.7k,3.2k,3.9k,5,0kHz
■パススルー：ON/OFF 可能
■消費電力：50W /  フォノ E  Q 内蔵モデル、35W /  ラインアンプモデル
■電源：100V（50/60Hz）、1A
■AC アウトレット：スイッチド 3 系統、アンスイッチド 3 系統
■シャーシ：#14 ゲージスチール、パウダーコート仕上
■リモコン：フルコントロールリモコン付属（電源スイッチ o  n/off  を除く）
■外形寸法：444W x 178H（パネル H  /158）× 372（シャーシ D  ）/440(+ ノブ端子）Dmm
■重量：22.0kg / フォノEQ 内蔵モデル、18.5kg /  ラインアンプモデル

フォノ EQ 内蔵
モデル
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フルファンクションリモコン

内部コンストラクション
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